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「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
（
以

下
「
第
三
者
評
価
」
と
い
う
。）」
は
、

監
査
と
は
役
割
が
異
な
り
、
法
令
上
定

め
ら
れ
る
最
低
基
準
を
満
た
し
た
う
え

で
の
「
よ
り
よ
い
」
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

事
業
所
内
部
で
行
う
自
己
評
価
を
も

と
に
、
中
立
な
立
場
で
あ
る
第
三
者
評

価
機
関（
以
下「
評
価
機
関
」と
い
う
。）

が
外
部
か
ら
の
客
観
的
な
視
点
で
事
業

所
の
優
れ
て
い
る
点
や
、
改
善
が
求
め

ら
れ
る
点
を
報
告
書
に
ま
と
め
ま
す
。

第
三
者
と
し
て
の
視
点
が
保
た
れ
る
よ

う
、
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
事
業

所
訪
問
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
評
価
機

関
に
設
置
す
る
評
価
決
定
委
員
会
に
よ

る
審
議
な
ど
、
複
数
の
方
法
に
よ
り
評

価
を
行
い
ま
す
。

評
価
結
果
は
評
価
基
準
の
細
目
ご
と

に
ａ
・
ｂ
・
ｃ
の
３
段
階
で
評
価
し
、

判
定
理
由
を
記
載
し
て
お
示
し
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
事
業
所
の
ラ
ン
ク
づ
け

で
は
な
く
、「
よ
り
よ
い
」
福
祉
サ
ー

ビ
ス
へ
の
到
達
度
を
示
す
も
の
で
す
。

第
三
者
評
価
は
、
結
果
を
公
表
す
る

こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
が
保
育
に
関
す

る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
保
育
所

の
選
択
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
積

極
的
に
取
り
組
む
事
業
所
と
し
て
、
地

域
に
向
け
た
発
信
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と

は
、
第
三
者
評
価
受
審
の
過
程
で
自
施

設
の
取
組
み
、
保
育
内
容
や
保
育
の
質

に
つ
い
て
振
り
返
る
作
業
を
通
じ
、
職

員
の
「
気
づ
き
」
が
生
ま
れ
や
す
く
な

る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
質
の
高
い
保
育
を
目
指
す
た

め
に
「
何
を
大
切
に
し
て
い
る
の
か
」

「
ど
の
よ
う
に
育
て
よ
う
と
し
て
い
る

か
」「
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
環
境

を
用
意
し
て
い
る
か
」
と
い
っ
た
現
状

を
可
視
化
し
、
改
善
に
向
け
た
取
組
み

に
つ
い
て
共
通
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

第
三
者
評
価
は
、「
事
業
所
が
評
価

さ
れ
る
と
考
え
る
」
の
で
は
な
く
、「
事

業
所
が
活
用
す
る
」
こ
と
で
真
価
を
発

揮
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や

保
育
所
の
強
み
の
「
見
え
る
化
」
の
方

策
の
一
つ
と
し
て
、
受
審
を
御
検
討
く

だ
さ
い
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
と
は
？

 

受
審
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
？

保育所の
福祉サービス
第三者評価

保育所の保育指針が10年ぶりに改
訂され、平成30年４月から施行されま
す。これまで以上に保育の質に注目が
集まることが予想され、各保育所にお
ける専門性の向上や、現在の新たな課
題への対応力が求められます。

また、「福祉サービス第三者評価」
を実施する際の基準となる保育所版ガ
イドラインも平成28年３月に改正され
ています。

質の高い福祉サービスを目指す方策
の一つとして位置づけられている「福
祉サービス第三者評価」について紹介
します。

受けてみませんか？

総
務
企
画
部 

企
画
情
報
担
当
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本
会
で
実
施
し
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
の
受
審
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
参
考
資
料
を
お

送
り
し
ま
す
。


